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要 旨
富山大学留学生センター日本語研修コースでは, コース期間中,毎朝,その日の口ならしとして 1限目の授業の
始めの5分～10分を発音練習にあてている。コースが開設された当初は,既製の教材を使用していたが, もっと楽
しく元気に授業を開始できる,ウォーミングアップとなるような教材を開発しようということになった。教材は毎
日の口ならしであると同時に, 日本語の発音の基礎を学び, 日本語らしいリズムを習得させることを目標としてお
り, これまでに2回の改訂を経て,現在使用しているものに至っている。本稿はその教材開発について報告するも
のである。
【キーワード】発音, リズム,日本語らしさ,教材開発
1 教材開発の経緯
富山大学留学生センターでは,1999年10月から大学院入学前予備教育として日本語研修コースを開講
している。コースでは,毎朝1限目の授業の最初の5～10分を,日ならしとして発音の練習にあててい
るが,第1期の授業では既製の教科書から発音練習部分を抜き出したり,言葉遊び歌の中から拾い出し
たりして,無意味音節や単語,文の流れの中で,主に拍感覚を養成してきた。しかし,拍の等時性を理
解はしても日本語らしさが出てこない。そこで,筆者らが教材開発プロジェクトを立ち上げて検討した
結果,次の3点の問題点が浮かび上がった。
(1)日本語のリズムは,単音ではなくもっと長い句か文節を使って音声をひとつのまとまりとして捉
えなければ出てこないのではないか
け)無意味音節が続く発音練習は無味乾燥であり, もっと楽しく練習できないか
G)発音しにくい音は, 1度ではなく何度でも環境を変えて提出したらどうか
これらの問題点を改善できるような教材を開発することが,発音教材開発プロジェクト立ち上げの主旨
である。
プロジェクトでは,まず,全体の流れを4つに分割し,それぞれの部分ごとに担当者を決めて, 日本
語研修コース第2期の授業開始に間に合うように少しずつ教材を作成していくことにした。できあがっ
たものを全員でチェックして問題点は修正し,『リズムで学ぶ日本語発音あいうえお』試作版 1を完成
させた。
2 試作版 1の概要
2.1 全体構成
試作版 1は大きく分けて,発音の基本練習およびリズムを取り上げた部分とイントネーションを取り
上げた部分の二つから成り立っている。また,教材開発の意図や教材全体について簡単に説明した解説
書をつけた。
教科書全体の特徴としては,以下の5点があげられ,「発音の基本練習とリズム」はその特徴がよく
表れているところであり, この教材の主たる部分でもある。
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(1)拍の等時性を守りつつ,個々の音を習得できるようにスパイラルに練習させる
(2)日本語のリズム感を養成するため単音のみならず 2拍, 4拍に区切れる歯切れのいい練習文を用
意する
(鋤 発音しにくい音の提示方法を変えて繰り返 し練習させる
(4)飽きさせない
(5)アクセントやイントネーションを意識化させる
最初のスパイラルに練習するというのは,個々の音をパー ト1～30で3回にわたって繰り返し取り
上げるということである。
次に, 日本語のリズムとしては, 2拍を1単位とした拍感覚を養いつつ,更に大きな単位で練習する。
別宮 (1983)や田中 (1999)によると, 日本語は俳句をはじめとして, 4拍でひとまとまりのテンプレー
トをリズムの基本にしているという②。そこで,発音練習用の文は,俳句や標語, ことわざなどから4
拍のテンプレー トに合うものを探すか,なければ作成した。
(3)の音 提示方法を変えるというのは,パー ト1で単音を取り上げ,パー ト2および3で間違えや
すいものを対比させ,さらにパート3では音の出現位置に変化をもたせる (ター ゲットになる音が語頭,
語中,語末にある単語をそれぞれ選んだ)ということである。
(4)については, どうも発音教材は,理論が勝ると面白みに欠けるきらいがある。そこで, どうすれ
ば楽しく関心をもって発音の練習ができるかということを考え,練習文を電話番号,助数詞や,九九な
ど,身近なものから集めたり,挿絵を多用し,楽しくなるよう配慮した。また無意味語や難解な語彙で
練習させるのではなく, 日本語学習の過程で身に付けた基本的な語彙で練習できるようにした。
(5)のアクセント,イ ントネーションの意識化については,まず,本人が意識化 (認知)して,その
あとで矯正していくのだろうから,その第一歩としてアクセントやイントネニションが意識できること
を目指すこととした。
2.2 教科書本体について
パート1から, 2拍をひとまとまりとする拍感覚を養う
ため,図1のように音として現れない拍は○で表記し, こ  だ ぢ づ
れを意識できるようにした。また,同様に, 2拍や4拍で  ⌒  ⌒
ひとまとまりになるということを明白にするため,音楽記  だぢ づで
号のスラーのようなものを採用した。練習文選びにあたっ  編
ては,自作したものはリズムを中心に考えたが,適当な練
習文が思いつかない場合は,永保 (1987)を参考にした。
で ど
数や助数詞を取り上げたのは, 日本語教育で学習者がつまずきやすい箇所をもう一度発音教材で取り上
げようとのねらいもあった。
次に,パー ト2では,パー ト1でも取り上げたものの, 1度では習得できないような音,または,例
えば 「ス,ツ」など間違えやすい音を敢えて対比させて取り上げた。パー ト2は,毎回,A・B2つの
パー トからなり,Aでは同拍で同型アクセントのミニマルペア0を6ペア示し, Bではパー ト1に出て
きた, 4拍でひとまとまりの練習文を再登場させた。同じ文を何度も唱えるうちに,自然と暗誦できる
ようになり, 日本語のリズムが身につくのではないかと期待したからである6
パー ト3では,研修コースの留学生0が発音しにくい音を中心に選んだ。Aは語, Bは文レベルでの
練習とし, Cで俳句や格言を取り上げた。格言には英訳を,俳句には挿絵を加えた。
パー ト4は,田中 ・窪薗 (1999)を参考にし,アクセントと同様に意識化できるようになることをね
（??」?だぢづで1(liキ
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らいとして取り上げた。具体的には,アクセントとイントネーションの違い,統語構造がイントネーショ
ンにどう影響するかなどを数回に分けて提示してある。
試作版 1で取り上げた内容項目をまとめておこう。
表1 試作版 1で取り上げた項目
五十音 (ア行～夕行) 2 五十音 (ナ行～ン) 3 ア 0カ行
4 サ ・夕行 5 / . l:.',Si 6 マ ・ヤ行
7 ラ・ワ行 8 ガ・ガ行 (鼻濁音) 9 ザ ・ダ行
10 zl  .  z{ fJ 長音 12 促音
13 拗音1 14 拗音2 15 拗長音
16 撥音 数1 18 数2
19 助数詞
20 母音 21 長母音1 22 長母音2 23 無声化母音
24 )f'fr & rrf] 25 夕行とダ行 26 力行とガ行 27 サ行とザ行
28 「シ」と 「ヒ」 29 「ス」と「ツ」 30 「チ」と 「ツ」 31 ラ行とダ行
32 力行とガ行鼻濁音 33 拗音 34 撥音 「ン」 35 促音 「ッ」
36 撥音と促音
37 ア行。力行 (「ウ」を中心に) 38 サ行 (「シ」を中心に) 39 「ザ」と 「ジャ」
40 夕行 (「チ」「ツ」を中心に) 41 ナ行とガ行鼻濁音 42 ハ行 (「ヒ」「フ」を中心に)
43 ラ行 44 パ行とバ行 45 ダ行とラ行
46 ガ行とガ行鼻濁音
?
? 撥音 「ン」 48 促音 「ッ」
49 拗音とヤ行
50 アクセントとイントネーション1 51 アクセントとイントネーション2
52 列挙とイントネーション 53 2要素間のイントネーションの型
54 フォーカスとイントネーション 55 対比の 「は」とイントネーション
56 tOpicの「は」とイントネーション 57 疑問詞とイントネーション1
58 疑問詞とイントネーション2
3 発音教材改訂の経過
1節, 2節で見たように,筆者らは,第2期日本語研修コースの授業にあわせて,発音教材試作版1
を作成した。この教材は同時期に開講された富山大学の日本語課外補講の一部の授業でも試用してもらっ
た。第2期日本語研修コースが終わると同時に,教材を使って実際に授業をした教員にアンケートをとっ
たが,その中で得られた意見をもとにして,改訂すべき点を検討し,試作版2の作成にとりかかった。
試作版2は第3期日本語研修コースの授業で試用し,再び中身を検討して現在の教材 (2001年版)の完
成に至った。以下,3.1で教材を使った教員からのアンケート結果を紹介し,3.2で試作版 1から2への
改訂,3.3で試作版2から2001年版への改訂について詳しく見た上で,3.4で2001年版に対する学生の評
価結果を提示する。
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3.1 教材を使 つた教員に対するアンケー ト結果
発音教材試作版 1について,実際に授業でこの教材を使った教員 8名に, コース終了後,評価票を渡
して意見 ・感想,改訂すべき点を書いてもらった。
総 じて,「楽しい練習である」「ウォーミングアップになった」「リズムがつかめたと思う」等の評価
を得たが,「練習のときはできてもそれ以外での効果が見えにくい」等,改訂すべき点もたくさんあげ
られた。アンケー ト結果を表 2にまとめておこう。
表 2 教材を使った教員に対するアンケー ト結果
教師用解説書について    わかりやすい(2)  ふうう(5)  少しわかりにくい(1)
教材作成の意図       わかりやすい(8)
4つのパー トの順序     今 のままでよい(8)
個々のパー トの量      ちょうどよい(8)
教材で使用している記号   わかりやすい(4)  わかりにくい部分もある(4)
学生の反応         始業時に発音練習するのはとてもいいと思う, 日を開かせるウォー
ミングアップになった,楽しんで練習してくれた
・早いうちからリズムの感覚をつかめたと思う
。 自分の弱いところ,苦手なところがわかつたと思う
。練習のときは意識しているが,練習を離れると意識させるのは難しいと感じた
。 リズムに慣れてくると,モデルを示さなくてもできるようになったが,発音練習時以外の効果が
見えにくい
【内容に関する意見】
・発音の仕方のイラストもあるといい
・ リズムがとりにくい,言いにくい文を変更した方がいい
。パート2のミニマルペアによる提示はわかりやすくてよかった
・パート4で,フォーカスの位置をはじめは提示しても,後は自分で考えられるような練習をつけ
てはどうか
。パート4に,普通体の会話のイントネーションの練習を入れたらよい
【表記に関する意見】
0イ ントネーションの矢印の書き方がわかりにくい
・ アクセント記号を理解していない学生もいるので説明をつける
。俳旬の意味がわかるような挿絵を入れる
・訳語がついてないものがあるので追加すべき
【提示方法に関する意見】
・原稿を拡大コピーして学生に提示していたが,見えにくかったようだ
・教材をほしがる学生もいた
これらのアンケー ト結果,また,筆者ら自身で使用してみての反省点を3、まえ,試作版 2への改訂作
業にとりかかった。
3.2 試作版 1から 2への改訂
試作版 2への改訂時の変更点は大きく分けて,(1)学生への提示方法,(2)発音に関するコラムの挿入,
(3)項目の追加,(4)パー ト4の内容再検討,(5)「教師用指導の手引き」の作成の5つである。以下,順
に見ていく。
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3.2。1 学生への提示方法
試作版1は原稿をA3サイズに拡大コピーしたものを提示して練習していた。これは,学生が前を向
き,なるべく文字情報に頼らずに教師の発音をまねて練習できるようにと配慮したためであったが,実
際に使用して,学生から冊子として手元にもっておきたいという声があがり,また拡大したものも文字
の大きさが十分ではなく見づらそうだという声もあったので,試作版2からは冊子体にして学生に配布
することになった。実際には,改訂点の検討が遅れたため,パートごとの配布となったが,印刷したも
のを配布したという点で試作版1と大きく異なる。
3.2.2 発音に関するコラムの挿入
教材を冊子体にするのに伴って,発
音に関して最低限押さえておかなけれ
ばならない項目をコラム化して,教材
の適当な箇所に載せることになった。
たとえば,パー ト2の前に入れた単語
のアクセント型についてのコラム (図
2)などがこれにあたる。試作版 1で
も,数詞に関する補助説明をこれに類
する形で取り上げていたが,教材を学
生が手元において見ることができなかっ
たため,教師が時間の余裕を見て補助
的に説明を加えるという程度にとどまっ
ていた。コラムは初級の学習者でもわ
かりやすいように平易な日本語で記述し,学習者が音声についての理解を深められるように配慮してい
る。また,俳句や言葉遊びを練習に用いた箇所では,それらについても簡単に説明したコラムを入れた。
3.2.3 項目の追加
ミニマルペアを使った個々の音の練習がパー ト2で取り上げられているが,学生が苦手とする項目で,
追加した方がいいと思われる項目を検討し,新たに 「シ」と 「チ」の練習を加えることになった。これ
は特にタイ語を母語とする学生のために加えた項目である。
3.2.4 パー ト4の内容再検討
試作版 1を実際の授業で使用して,練習の中心が個々の音やリズムにあるパー ト3までとイントネー
ション,プロミネンスを中心としたパー ト4の間で,練習の量に大きな違いがあり,練習の難易度にも
開きがあることがわかった。試作版 1では,表 1に示したように, 4回にわたって疑問や応答のイント
ネーションを取り上げ,アクセントが語レベルでの音の高さの変化であるのに対し,イントネーション
は文レベルでの高さの変化であることを示した。そのあとで名詞を列挙する際のイントネーション, 2
要素間のイントネーションの型を練習し, フォーカスや助詞の 「は」,疑問詞などとイントネーション
の関係を取り上げていた。しかし,試作版 2ではパー ト4で取り上げる項目を再検討し,アクセント,
イントネーション,プロミネンスに関して必要最低限の項目のみを取り上げることにした。具体的には,
まず 3回にわたってアクセントの練習を入れた上で,イントネーションの練習を4回分設けた。これは,
アクセントとイントネーションの違いを理解させることをねらったものである。そして,後半では,フォー
カスと対比の 「は」がイントネーションにどう影響するかを認識するための練習を取り入れた。また,
コラム 「アクセント」
☆1猫めと2籍めは瞥さがちがぃます。     Xはつおん  ×セフター
☆ひとつのことばの寧で、」養やがった     ×はワぉん  XlぞンフL
音 、  上が  せん。          Oはつおん  Oマ  ー
☆繊議がっぃたとき
弱議がっぃたとき、ぷ議の齢で讐が十がる  がコGttD  ヵ瘍灘ぁらう
ものと、下がらないものがあります。     力覇     かぉ難あらう
鮨よりも前で讐が下がっているときは、   下た     がた1難あらう
そのままです。
図2
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最後にはことば遊びも取り入れた。
3.2.5 「教師用指導の手引き」の作成
試作版1の使用にあたって,各授業の担当者には,事前に教材の主旨と使い方を説明したが, 1回の
説明だけでは作成者の意図が十分に伝わらなかった。また,教材で用いている記号の意味や,練習文の
モデル提示の仕方でわかりにくい部分があるといった意見がアンケートの中で出ており,「教師用指導
の手引き」を作成する必要があると感じられた。検討の結果,全体的 e抽象的な解説よりも,各回ごと
の解説があった方が教師側には受け入れられやすく,また,曜日ごとに担当者が変わるので,担当する
部分で何に注意すればよいかがわかりやすいのではないかということになり,各回ごとに押さえておく
べきポイントを挙げる形にした。
3.3 試作版 2から2001年版への改訂
試作版2から2001年版への改訂時の主な変更点は,(1)提示順序の見直し,(2)項目の再検討,(3)パー
ト2, 3の構成見直しと練習語彙 ・文の再検討,(4)コラムの充実化の4点である。以下,順に見てい
く。
3.3.1 提示順序の見直し
試作版 1および2では,まず五十音をアから順に提示し,後半で濁音,拗音,長音,撥音,促音など
を扱っていた。これは特に初級の学習者にとっては五十音を正確に習得する上でも有効な提示順序だと
考えられるが,むしろ,個々の音の調音点を理解させるためには,調音点が類似しているものをひとま
とめにして提示する方がより効果的だと考え,提示順序を国内の前の方が調音点となる音から国内のう
しろの方が調音点となる音へというように改めた。これによって学習者が自分の苦手な音をより明確に
認識できると考えられる。
3。3.2 項目の再検討
試作版1から試作版2への改訂と同様に,学生が苦手とする項目を吟味し,パート2にハ行の音/h/
を練習する回を設けた。これは中国語母語話者の中に/h/をすべて声門音として発音している学生がお
り, 日本語の/h/はあとに続く母音が[i]の場合には日蓋化し,[u]の場合には両唇で調音されるという
ことを理解できるようにというのがねらいである6また,試作版2までは母音の無声化を練習する回を
設けていたが,学生は自然に無声化した発音を身につけており,むしろ無声化の有無は意味の違いに影
響しないということを理解する程度で十分だと考えられるので,2001年版では母音の無声化については
コラムで取り上げるのみになった。
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3.3.3 パー ト2, 3の構成見直しと練習語彙 ・文の再検討
試作版2までのパート2は,図3のよう  第24面サTとザT
に,Aで当該音を含んだミニマルペアを用  AOいユーショー (帥"0ヮ   “トチョしショQ緩姉鴫"ュ
い て 音 の 違 い を 認 識 し , Bで そ の 音 を 含 む    bュ _ジョー 郷 り 'LnhP   bチ ョLジョ 帽 れ H馘 三Str
短い文でリズムとともに発音練習をすると   ぃ ■ ①Ⅲ.m融    ぃぃシセア棚脱“e
いう構成だった。 しかし,この構成ではり   b聾 ② eleph     bシ」ン(自榊…e
ズムをもとにするというよりも,個々の音   c ガヽ ⑩ー …k     ⑥aセ涵 銑日)と。憶dり
の違いが強調されているだけであり,パー   bジ 聾 o‐ | ゼンジッ (前日)じ pHedmg d呼
卜1から2へ, 2から3への流れもスムー  B。)蛛すし掛し しせさそす
ズではなかった。そこで,パー ト2の構成   ②ひじひざずきずきざけぜぞ
を考え直し,図4のように,Aでミニマル 図 3
ペアによる語彙レベルの練習, Bでミニマ  発20固サ雷とザ雷
ルペアに近い形の句レベルの練習, Cでそ A(1)さんねん ∈年)L"r壼       (4)せい の hily une
ざん乱 QttD"8't plty       戻ゝヽoЮほの音を含む文レベルの練習というように3 (2)あ7 ① L8.島d        (5)そうlfll μ鮨t mOよ
段階の構成に改めた。
また,試作版 2までではパー ト2でアク     きず0"颯…t
セント型と拍数が一致するようなミニマル  ①臆鼻
ペアを練習語彙として用いていたために,   (aoキスがしたぃ
初級レベルでは扱われないような語彙も一    °傷ないたい
部あったが,初級の教科書で用いられる語  C=称 碑ζず∫∬乳ぞ
彙を中心にして語彙の選定を行い,アクセ             図4
ント型は異なっていても拍数が同じであれ  鶴48舞翡rrン』
ばミニマルペアに準ずるものとして,練習  A,も'機‐k懇,     み卜回
語彙に取り上げることになった。        り歴 おFあさん`お母さん)
パート2の構成が改められたのに伴って,    Fiん(五縛i     こんたちは
パー ト3の構成も見直すことになった。tt  B・・おとうさん¨ まんιヽんでんじゃで勲・けます
作版 2まででは,図 5のように,Aで:     °
けんさのけつかは もんだいなし
語レ     :?鷲書尤奪カ ビ寃磐解疑驀8 °でたら でんoが 1,―ンリン
ベルの練習をしたあとで, Bで文レベルの      かぞくはみんな0あんじんだ
練習をし, Cでタト句や早口言葉,語呂合わ  C・熟わ焚賞によが機。ための絲
せ,標語などのリズムのいい文を使っ  ｀   6°
警rmtol ll■"9ple)ty tte"Ⅲle、fり,1:ヽc o91c.
て落束      穆ti鞍彎i聡ほどの警かき      1誓
:l瞥
習をするという構成だつたが,実際の練習
では語から文へと急に練習語彙が長 くなる
図5
ので,学生にとっても負担であった。そこ
第46回 晨音 「ン」で,パー ト2が語 ・句 ・文の3段階になっ
A.(1)○かじを みていたたのにあわせ,図6のように,パー ト3は
かんじを みていた
句 ・文 ・俳句や早口言葉などという3段階   (2)○かりるねだんはやちん
○はこぶ ねだんは うんちんに変更することになった。また,試作版2
B.(1)けんさの けっ力ヽま もんだいなしまでのCではいくつかリズムがいいとは言    (2)おとうさmOOまんいんでんじゃでで力ります
(3)げんかんを○○○ ○でたら でんわが リー ンリンえない標語なども混じっており,教師がモ
☆(4)こんやも あんぜん うんてんで000
デルを示す際にも困難を伴っていたので,        かぞくはみんな○あんしんだ
C. 梅■輪 ■輪ほどの 暖かさ   1賠聰雪リズムのいいものだけを選定することにし
図6た。
あじω むte
(3)キス 嵐
マぅ② ebp嵐
(3)あそこに ■とO 子象が い るぞ
曇颯
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3.3.4 コラムの充実化
2001年版作成の際に,新たに母音無声化についての項目をコラムとして掲載することになったのにあ
わせて,他にも擬音語 0擬態語や方言のアクセントについてのコラムを追加することにした。これは音
声がもつことばの面白さを伝え,学生が音に対して興味を持ちながら自分の発音を客観的にとらえるきっ
かけを作ろうと意図したものである。
学生による教材評価の結果については次節で詳しく述べるが, コラムについては 「役に立った」とい
う回答が多く得られたことからも, コラムの挿入が有益であったと考えられる。
以上,3.2および3.3で見てきたように,発音教材の試作版は2度の改訂を経て2001年版の完成に至っ
たわけであるが, こで,試作版1で取り上げた項目に2度の改訂でどのような変化があったかを見る
ために,2001年版で取り上げた項目の内容を表に示しておこう (表1もあわせて参照されたい)。
表 3 2001年版で取り上げた項目
ア行 ・ヤ行 ワ行 :マ行
?
? lS ' f r .  / l f l
4 サ行 ・ザ行 5 夕行 ・ダ行 6 ラ行 ・ナ行
力行 ・ガ行 (鼻濁音) 8 力行 0ハ行 9 長音
10 促音 拗音1 拗音2
13 拗長音 14 撥音 15 数1
16 数2 17 助数詞
18 母音 19 ,S'fr L tf't], 20 サ行とザ行 ?? 夕行とダ行
22 ダ行 とラ行 23 力行とガ行 24 力行とガ行(鼻濁音) 25 ハ↑予
26 「シ」と 「ヒ」 27 「シ」と 「チ」 28 「ス」と 「ツ」 29 「チ」と 「ッ」
30 拗音
?
? 長音1
?
? 長音2 33 促音
34 撥音 35 促音と撥音
36 母音 37 lS'fr & rtfi 38 サ行
39 ザ行とジャ行 40 夕行
?
? ダ行とラ行
42 ラ行 43 ナ行とガ行 (鼻濁音) 44 ガ行とガ行 (鼻濁音)
45 ハ↑子 46 撥音 48 促音
48 拗音
49 アクセント1 50 アクセント2
51 アクセ ン ト3 52 イントネーション1
53 イントネーション2 54 イントネーション3
55 イントネーション4 56 フォーカス1
57 フォーカス2 58 対比の 「は」とイントネーション
59 ことばj嵯び1 60 ことば遊び2
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3.4 学生に対するアンケー ト結果
第 5期日本語研修コースの終了時に,発音教材2001年版を使った学生に対して,教材についてのアン
ケー ト調査を実施した。同様のアンケー ト調査を,同時期に開講された2001年度後学期日本語課外補講
Aクラス (初級レベル)の受講生にも実施した。回答が得られた13名の内訳は次の通りである。
初級  8名 (日本語研修コース4名, 日本語課外補講 4名)
中国 ・スリランカ・フィリピン・中国 (カザフ)
中級  5名 (日本語研修コース)
中国 ・韓国
表4はアンケー ト結果をまとめたものである。この結果から,自分の苦手な音が認識できたという学
生が多いことがわかった。その認識が苦手な音克服への第一歩となり,「(自宅で練習するために)テー
プを作ってほしい」「発音の個人授業があればいい」等:発音の向上に対する積極的な意見に結びつい
たものと考えられる。更に同アンケー トによると,客観的な効果測定を行っていないものの,発音が良
くなったと感じている学生が大勢を占めていた。これは,(1)提出順序や各パー トの構成の工夫,(2)単
表 4 学生に対するアンケー ト結果
1回の量について ちょうどいい(11)  少ない(2)
練習の文について 簡単(4)  ちょうどいい(7)  難しい(2)
3 発音が上手になったと思うか 上手になった(6)  まあまあ(3)  わからない(4)
4 自分のできないところがわかっ
たか
よくわかった(6)  少しわかった(6)
あまりわからなかった(1)
5 発音できない音について 聞けばわかる(13)・
6 40404のリズムができるよ
うになったか
できるようになった(5) 少しできるようになった(4)
できない(1)      無回答(1)
7 授業以外で練習したか よく練習した(1)    時々練習した(9)
全然練習しなかった(3)
8 コラムは役に立ったか とても役に立った(6)  少し役に立った(6)
あまり役に立たなかった(1)
9 この教材は楽しいか 楽しい(11)まあ あ(2)
10 発音の練習は必要だと思うか 必要だ(13)
この教材や発音の練習につい
ての感想など
【教材の効果に関する意見】
・私たちの日本語の発音が,だんだんきれいになってきた
0発音の練習はとてもおもしろかった
0絵や俳句もあるので,おもしろい
【教材そのものや発音練習に対する意見】
0 もうちょっと時間を長 くした方がいい
。習った発音を運用するために, もっと例が必要だと思う
。 テープを作ってほしい ・個人によって難しいと思うところ
が違うから,発音の個人指導があればいいと思う
・先生によって発音と,特にアクセントが違ったので,ちょっ
と残念だった
―-38-
音から文へ発展させる際のステップの細分化,(3)用いる語彙 ・句 ・文等の選定,(4)リズムの重視,(5)
コラムの充実,を主に改訂を進めた成果ではないかと思われる。
3.1で紹介 した教員からのアンケー ト結果や本節で見た学生からの意見を見ると,本教材の開発の目
標の一つであった 「楽しく元気に授業を開始できる,ウォーミングアップ」用教材としての機能は果た
していると言えよう。また,筆者らがこだわった 「楽 しく」「飽きさせない」という点については,他
の機関で音声教育に携わる方々からも 「絵やコラムがたくさんあって飽きさせない内容になっている」
「言葉のリズムを生かした日慣らし的 ・言葉遊び的な練習文は面白く楽しめます。」等の評価があった。
4 次回の改訂点
検討を重ね大幅に改訂した2001年版ではあったが, 2期に渡って使用しているうちに,更に改訂すべ
き点が出てきた。また2001年版完成直後に,他の機関で日本語教育や音声教育に携わる方々にお見せし,
多数の貴重なご意見,ご指摘をいただいていたこともあり,これらを踏まえ再度改訂することになった。
改訂点は大きく分けて,(1)ガ行鼻濁音の扱い方,(2)コラムの新規追加,既存コラムヘの補足,(3)パー
ト4のアクセント練習に関する追加,(4)学習者が必要とする内容の追加,の 4つである。以下,順に
見ていく。
4.1 ガ行鼻濁音の扱い方
ガ行鼻濁音をどう扱うかは,改訂の度に検討事項としてあがっていた。北陸地方の方言にこの音が見
られることから,本教材では当初,ガ行鼻濁音を他の音と同じ大きさで扱い,教材全体を通して4回の
練習を設けていた。しかし,地域差はあるものの全国的にガ行鼻濁音が衰退しつつあり,音の違いが意
味の違いに関与しないことから,果たして各パー トで繰り返し練習する必要性があるのか,発音できる
ようにならなくてもいいのではないかという疑間が高まり,今回その扱いの見直しをすることになった。
全国的に衰退しつつあるとはいえ,富山大学内では日常的に耳にする音である。少なくとも音を提示し,
音の違いが意味の違いに影響しないことを説明する必要がある。そのため,パー ト2にこれらの説明を
含めたガ行鼻濁音のコラムを入れ,パー ト1で音の提示,パー ト2で力行とガ行 (鼻濁音と非鼻濁音を
区別しない)の対比練習,パー ト3でナ行とガ行鼻濁音の対比練習の全 3回を行いぅパー ト3にあった
鼻濁音と非鼻濁音の対比練習の回は削除することにした。
4.2 コラムの新規追加,既存コラムヘの補足
上記のとおリガ行鼻濁音のコラムを加えることとした。その他,例えば 「やかたぶね」のように,形
態素 (「やかた ・ぶね」)とリズム (「やか 。たぶ ・ね○」)が合わない語について違和感を覚える学習者
がいると思われることから,それをコラムで説明することにした。また前回の改訂で加えた母音無声化
のコラムに,無声化が起こる優先順位,無声化とアクセントの関係についての補足を加える。
4.3 パート4のアクセン ト練習に関する追加
試作版 2以降,パー ト4の初めの3回をアクセントの練習にあてている。今までは取り上げた語を視
覚的に明確にし,アクセントを意識化するため,その語にのみアクセント記号をつけていたが,他の語
のアクセントも意識化できるように,該当の回では全ての語にアクセント記号をつけることにした。こ
れは教師にとっても指導の際の助けになると思われる。
アクセント練習の初回には,同音で,アクセントの違いが意味の区別を成す 2拍の語を提示している。
2001年版までは 「箸が(●○▽)⑥」と 「橋が(○●▽)」のように,一つの音に対して2種の型しかあげて
いなかったが,更にもう一種 「端が(〇●▼)」を加え, 2拍の語の全てのアクセント型を示すことにし
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た。それに伴って,アクセント型がついている語の発音練習は助詞をつけて行うこととし,その指示を
「教師用指導の手引き」にも加えることになった。:
4.4 学習者が必要とする内容の追加
これに該当するのは以下の3つである。
パー ト1の撥音の練習の回に,「きんえん」「げんいん」のような 「撥音十母音」の形を取る語を
入れる。
パー ト2のミニマルペアに,「してん(支店)。しでん(市電)」のような,特に中国人学習者が苦手
とする語中の夕行とダ行の区別を加えたい。
普通体の疑問文のイントネーションを苦手とする学習者は多いが,特に,「ベン?」「きょう?」
のように,語末が特殊拍でその前にアクセント核がくる語の場合,最後があがりきらなかったり,
また逆にあがりすぎるというケースがよく見られる。そのため,問題となる語を用いた練習文を
加える。
5 問題と今後の課題
先に述べたとおり,本教材は授業前のウォーミングアップという開発の主目的はほぼ達成しているも
のの, 日本語の発音の基礎を学ぶ, 日本語らしいリズムを習得するという点ではまだ改善の余地がある。
まず,パート1から3までのねらい,構成と,パート4のそれとがあまりに異なっているため,せっ
かくリズムが身に付いてきたところで流れが寸断され, リズム習得上非効率的であることが挙げられる。
時間の制約等問題はあるが,アクセント,イントネーションの一部にリズムを取り入れた方が効果的で
はないかという考えもあり,今後の検討を要する。一方,本教材はリズムを重視してはいるが,使用対
象者に日本語カゼロの入門者も含まれるため,第1回からリズムの練習に入るのは学生の負担が大きす
ぎたという反省がある。最初に日本語の音全体を見渡し:耳慣らしをし,一つ一つの音をじっくり練習
する時間が必要であると考える。
次に指導する側の問題について述べる。授業のデモストレーションや 「教師用指導の手引き」の充実
等を通して,教師が変わっても,できるだけ学生に対して均一の発音指導が提供できるよう配慮したが,
やはり作成者の意図が伝わりにくい場合があった。学生アンケートを見ると 「先生によって発音と,特
にアクセントが違った」という声もあり,これらは依然問題として残っている。
4節で述べた改訂点を検討した後,学生へのアンケートを行った (詳しくは3.4)。その結果,効果を
感じているという回答がある一方で,「発音が上手になったと思うか」という質問に 「わからない」と
答えた学生が4人,「自分のできないところがわかったか」という質問に 「あまりわからなかった」と
答えた学生が1人おり,今後は学習者が効果を実感できる形のものを作っていく方が現実に即していよ
う。
学生へのアンケートは今回が初めてだったが,予想以上に具体的な意見 ・要望が多く,学生が何を望
んでいるのかが見えてきた。このアンケートは今後も続けることとし,そこで得た結果,意見 0要望を
本教材に反映していく努力を続けたい。
鬱)
ほ)
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注
試作版 1では教材の各部分を 「1巡目, 2巡目…」と呼んでいたが,試作版 2からは 「パー ト1,パー ト2…」
と名称を改めたので,本稿では試作版 1についても 「パー ト1,パー ト2…」という名称を用いることにする。
田中 (1999)によると,川柳やプロ野球の声援などにも4拍のテンプレー トを基本にしたリズムが見られると
いう。
侶)母 音無声化の回はミニマルペアでは提示 していない。また,拗音の回では 「じゅう (十)」「じゆう (自由)」
のような拍数の異なるペアも提示している。
これまでに日本語研修コースに在籍したのは,中国,タイ,韓国,インドネシア,フィリピン,ロシア,スリ
ランカ,アメリカ,マレーシア,ブータン, コンゴ,モンゴル,メキシコ,モル ドヴァからの学生である。
○ 。●は名詞の拍,▽ ・▼は助詞の拍を示し,〇 ・▽はアクセントが低い部分,● ・▼はアクセントが高い部
分を示す。
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